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  キリストは「神のかたち」であり、全被造物の主である


  



  キリストは、見えない神の見えるかたちであり、全被造物の中で最初に生まれた方です。なぜなら、宇宙は、天にあるものも地にあるものも、見えるものも見えないものも、王座も、主権も、支配も、権威も、彼にあって創造されたからです――万物は彼を通して、彼のために創造され、存在しています。彼は万物よりも先に存在し、彼にあって、そして彼を通して、宇宙は一つにまとまっています。


  



  キリストは教会の神聖なかしらである


  



  さらに、彼は教会である彼のからだのかしらです。彼は初めであり、死人の中から最初に生まれた方です。それは彼ご自身が、万物の中で第一の地位を占めるためです。なぜなら、神の全完全性を彼の内に宿らせることが、御父の恵み深い御旨だったからです。神は、十字架上で流された彼の血を通して平和をつくり、彼を通して宇宙をご自身に和解させることを意図されました――地にあるものも天にあるものも、彼を通してご自身に和解させることを意図されたのです。（コロサイ人への手紙一章十五～二〇節、ウェイマス訳）


  



  Ⅰ．主イエス・キリストの中心性と至高性


  



  聖書朗読　コロサイ人への手紙一章九～二九節


  



  十三節の句は、今回話そうと思っていることをほぼ言い尽くしています。最初に「その愛する御子」です。次に、御父の御旨にしたがって御子の占める地位が続きます――「御子は万物よりも先に存在し、万物は御子にあって存在して」おり、御子は万物の中で第一の地位を占めておられます。それから、「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」です。以上のことを、「主イエス・キリストの中心性と至高性」という句にうまくまとめられると思います。今この時だけでなく、私たちの残りの生涯が、全くこれで満たされますように。


  そこで、神の力づけにより、神の愛する御子の中心性と至高性を考えることにします。神の御言葉は、その愛する御子に関する神のこの御思いと御旨が実現されることになる、四つの領域を見せています。第一に、信者自身の個人的な生活の領域があります。第二に、キリストのからだである教会の領域があります。第三に、この世の王国と地上の国々の領域があります。第四に、全宇宙、天と地と地の下で、キリストは中心となり、至高となられます。


  この数日という時間で、このすべての領域を網羅して、神の御言葉がこの各領域に関して主イエスについて述べていることを見るのは無理かもしれません。しかし、神の助けによって進みましょう。そして少なくとも、これらの領域の最初の一つか二つを取り上げることにしましょう。しかし、その最初のものに入る前に、主イエスの中心性と至高性は全聖書の中心であり鍵である、ということも私はあなたたちに思い起こさせましょう。


  



  主イエスの中心性と至高性は全聖書の中心であり鍵である


  



  もちろん、主イエスご自身が私たちに多くのことを告げておられます。ルカによる福音書二四章から、私たちはこれがそうであることを知っています。ここからわかるように、彼はモーセ、詩篇作者たち、すべての預言者たちから始めて、聖書全体にわたって、ご自身に関する事柄を解き明かされました。ですから、私たちが神の御言葉を読んでいる時、たまたまどの箇所を読んでいたとしても、「これはキリストとどう関係しているのだろう？」という問いが常に心の中になければなりません。神の御言葉を読む時、このように問うなら、どの箇所を読んでいたとしても（考えなしにこう言っているのではありません）、あなたは直ちに御言葉の新たな理解を得、御言葉を読むことに新たな価値を見いだすでしょう。なぜなら聖書、全聖書は、キリストについて語っているからです。キリストを追うことが難しい場合も時々あるかもしれませんが、それでも彼はそこにおられます。神の御言葉のあらゆる箇所が及ぼす総体的効果は、あなたをキリストに導くことです。神の御言葉を、歴史や、物語や、預言や、それ自身の他の何かの主題として読んではいけません。常に、「これはキリストとどう関係しているのだろう？」と問いなさい。キリストとの関係を見いだせないでいる間は、あなたは鍵を見いだしていないのです。あなたはおそらく、聖書の難しいある部分のことを考えておられるかもしれません。あなたは箴言のような本のことを考えて、「これはキリストとどう関係しているのでしょう？」と言われるかもしれません。一つのささやかな示唆が、直ちにこの本をあなたのために解き明かすでしょう。知恵という言葉を読む時はいつでも、知恵をキリストに置き換えなさい。そうするなら、あなたはその本を様変わりさせ、その本質を得ます――これは読んだ結果からわかるように、きわめて道理にかなったことであり、きわめて適切なことであり、きわめて正当なことです。キリストは神の知恵であり、永遠のロゴスです。さて、今は主イエスの中心性と普遍性を見ようとしているので、これを述べるのはたんなるついでです。神の任命により、彼はこの宇宙のあらゆるもの、あらゆる相、あらゆる面の中心であり、その意義なのです。


  



  主イエスの中心性と至高性は受肉の解き明かしでもある


  



  これは聖書に言えるだけでなく、彼ご自身の受肉の目的であり、解き明かしでもあります。主イエスのパースンと生涯と働きについて学ぶとき、神聖な探求心がなければなりません。その探求は、普遍性を示す数々の特徴を探すものでなければなりません。これを心に留めて、もう一度主イエスの生涯を読んでください。役に立つ有益な聖書研究に事欠かないでしょう。数々のことが、あなたの視野を広げ、あなたの心を大きくし、あなたにキリストの素晴らしさを感じさせるような仕方で、広がり始めるでしょう。普遍的な数々の特徴を探すなら、あなたは間もなくそれを見つけるでしょう。その普遍的特徴は、彼の受肉に関する預言の中に見つかります。それは、彼の受胎の中に見つけることができ、彼を紹介する際の彼の先駆者の言葉の中に見つけることができます。それは、彼の誕生とそれにまつわる出来事や事件の中に見つけることができます。宇宙がそこにあります。彼の割礼についても同様です。私たちが手にしている新約聖書の他の書物の光のおかげで、彼の割礼や、宮での奉献にさえ、普遍的特徴があることがわかります。彼のエルサレム訪問、バプテスマ、油塗り、誘惑、教え、働き、変貌、苦難、死、復活、昇天、御霊の授与、現在の働き、再来、これらが見せているのは普遍的なものなのです。これらはみな、普遍的特徴を帯びており、宇宙の果てにまで及び、あらゆる時代、永遠、あらゆる領域にわたります。これは私たちの多くにとってなじみのない話題ではありませんが、主イエスを見る方法を新たに思い起こすために、再び言います。


  私たちはキリストを実際よりも大きくしようとしているのではなく、キリストの実際の大きさに達しようとしているのです。主の民の必要は、自分たちのキリストの偉大さを新たに理解して、神の愛する御子を新たに認識することです――彼はなんと力ある、威厳に満ちた、輝かしい、素晴らしい御子なのでしょう――そして、この御子が私たちに与えられていることを思い出すことです。これは私たちを引き上げ、私たちを広げます。先に進むにつれてわかるように、これにはとても多くの効力があります。


  



  信者の生活におけるキリストの中心性と至高性


  



  前に述べたキリストの中心性と至高性の四つの領域に対して、今、この普遍性を特に適用するにあたって、まず信者の生活におけるキリストの中心性と至高性を取り上げることにします。もう一度、「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」という御言葉を見ましょう。文脈からわかるように、コロサイ人への手紙第一章は、世が造られる前の神の御思いと御心に私たちを連れ戻します。そして、御子に関して御父の御思いと御心の中に何が起きていたのかを、私たちに示します。それは「神秘」、すなわち神の秘密と呼ばれています。感動的なことに、創造の働きが始まる前、神は心の中に一つの秘密を秘めておられました。御父には一つの秘密がありました。だれにも見せたことがなく、だれにも話したことがない、大切な秘密です。それは御子と関係していました。御子に関するこの心の秘密から、神のすべての活動が生じました。そして神は世々にわたって、多くの形や方法で、多くの働きに携わってこられました。神は秘密を抱きつつ働き、多くの働きの中に、自己顕現の多くの形や方法の中に、その秘密を隠されました。神はその秘密が何か決して漏らさず、心中に何があるのか決して多くの言葉では公言されませんでした。神はそれを隠されました。象徴や型や多くの事柄の中にそれを隠されたのです。それらはみな、一つの秘密、「神秘」を秘めていました。そしてついに時が満ちて、これらの時代の終わりに、神は御子、愛する御子を遣わされました。次に神は、聖霊の啓示により、その秘密を知らせて公にすることをよしとされました。コロサイ人への手紙第一章は、愛する御子に関する神の心の秘密、その秘密が何だったのかの、比類ない啓示です。神の秘密が何だったのか、もう一度読んでください。そのすべての節を読んでください。その節はみな、「万物の中で御子が第一位となるためです」という句にまとめられます。「万物の中で」です。次に――これは私にとって驚異的なことに思われますし、私たちの理解力を遙かに超えています――神の永遠の心の秘密の偉大な意義や御業はすべて、信者の個々の心の中から実現され始めることになっていました。この神秘、この神の秘密の実際的・実行的実現に関するかぎり、それは個々の信者の心の中から始まるのです。この神秘は、「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」です。この神の秘密、神が永遠から心に抱いておられたものは、「あなたたちの内におられるキリスト」です。私はこれをもう一度強調したいと思います。永遠から神の御心の中にあったものは、その実現のために、時の中で私たちの心の中に受容されなければなりません。世の基が据えられる前から神の御心の中にあったものは、個々の信者の側でキリストを信仰によって心の中に受け入れるところから始まらなければならないのです。これで終わりではなく、これは始まりです。キリストのからだである教会がこれに続きます。教会は予見されていたものであり、永遠の観点から見ると完全なものです。しかし、教会は個々の信者がキリストを受け入れることに続きます。キリストのからだである教会で終わりではありません。教会は別の領域、この世の王国の中心になります。国々はその光の中を歩みます。さらにまた、これで終わりではなく、それは宇宙に広がります。栄化された人類だけでなく、天の勢力や軍勢もその光に浴します。しかし、私たちは個人に戻ることにします。


  神は内側から開始されます。キリストに関するこの永遠の御思いについて、そして信者に対するキリストの中心性について、パウロは多くのことを述べています。彼はこの問題に関して、主として彼自身の生活や霊的大志から語っています。私が見るかぎり、彼はそれをみな五つの主要な面にまとめています。キリストが内に啓示されること、キリストが内に生きること、キリストが内に形造られること、キリストが内にホームを造ること、内なるキリストの究極的完成です。


  



  Ⅰ．キリストが内に啓示されること


  



  第一に、キリストが内に啓示されることです。引用箇所はおわかりでしょう。ガラテヤ人への手紙一章十五、十六節です。十二節を見ると、その意味がわかります。「私はそれを人から受けたのでも、教えられたのでもなく、ただイエス・キリストの啓示によって受けたのです」。「神は御子を私の内に啓示することをよしとされました。それは、私が異邦人の間で彼を宣べ伝えるためです」。さて、これはダマスコ路の経験の内なる面を描写しています。それには客観的な外側の面がありました。また、それには彼が入り込んだ内側の面がありました。なぜなら、それは彼の内に入り込んだからです。この内側の面は、昼間の太陽よりも明るい天からの光が輝いた瞬間だけではなかったと思います。おそらく、天からの光は瞬間的で、たちまち消え去ったでしょう。私には、内側の面が三日間続いたように思われます。彼は三日間盲目でした。彼には視力がありませんでしたが、それでも彼は見ていました。あなたは前後関係が次のようになっていることに気がつくでしょう、「神が御子を私の内に啓示することをよしとされた時、（中略）直ちに」――使徒の働き九章を見るとわかるように、アナニヤがやって来て彼の上に両手を置き、彼が肉眼の視力を受けたのは、三日間の終わりの時点でした。その時、内側に一つの啓示が与えられ、内側にイエス・キリストの啓示が与えられたのです。神は御子を彼の内に啓示することをよしとされました。この三日間がサウロにとって何を意味したのか、知り尽くすことは決してできないでしょう。それは大いなる三日間、途方もない三日間でした。恐るべき三日間だった、とも言えるでしょう。彼は内側で主イエスを見ました。そして、内側で彼を見た時、彼は直ちに「イエスは神の御子である」と宣べ伝えました。直ちにです。


  さて、愛する人たち、すべてはイエス・キリストの内なる啓示にかかっています。この原則は、パウロに対して真実だったように、私たちに対しても真実です。神の子供としての私たちの生活は、この内なる啓示によって構成されます。私たちの全存在、私たちが彼に関して行うすべてのことは、この内なる啓示に基づきます。私たちの生活に関するかぎり、この内なる啓示は彼の中心性と至高性という結果になります。宗教的な人々に対してさえ、これはそうです。なぜなら、サウロはきわめて宗教的な人だったからです。私がこう述べるのは、私たちがパウロの回心とその劇的な性質について話す時、しばしばある種の心理的抵抗があるからです。「まあ、たしかに、私たちはそのような経験をしたことはありません。神は私たちに対してタルソのサウロのようにはなさいませんでした。ですから、同じことを私たちに期待することはできませんし、その同じことが私たちの生活の基礎になることもありえません」という態度を取ってしまうのです。さて、このような心理的反応にもかかわらず、この法則は正しいことを再確認したいと思います。あなたや私はクリスチャンとして、あるいは主の僕として、主イエスの内なる理解の程度を越えて、真の霊のいのちを持てませんし、役にも立ちません。これがすべての基本です。多くの人は何事にも不徹底なため、主イエスに関する徹底的な啓示や知識を持っていません。タルソのサウロは徹底的でした。そこで主は、彼自身の基盤、彼自身の立場に基づいて、彼に会われました。彼は徹底的だったので、主も彼に対して徹底的だったのです。「あなたは真っすぐな者には、ご自身を真っすぐな者として示されます」。主はこれをなさいました。あなたや私が霊的事柄に関して多少なりとも不注意なら、主もその立場に基づいて私たちに会われるでしょう。そして、私たちはどこにもたどり着けないでしょう。しかし、私たちが主の権益のために最後の一オンスに至るまで燃やし尽くされる地点に達する時、たとえ私たちが徹底的に間違っていたとしても、神はその立場に基づいて私たちに会ってくださるでしょう。主はご自身を新たに知ることが命がけの死活問題である所に多くの人を導かなければならなかった、というのは真実ではないでしょうか？「新たに主を知るのでなければ、もはや命はない」という状況になるまで、主はあの内なる啓示を彼らに与えることができませんでした。主が新たな形で来てくださるのでなければ、彼らは生きようとは望まなかったのです。主はこれを促すために度々働いておられるのだと思います。宗教的な人々に対しても、この原則があてはまります。つまり、すべては彼らの宗教や宗教熱にではなく、イエス・キリスト、神の愛する御子の内なる啓示にかかっているのです。キリストは御顔にある神の栄光を私たちの心の中に与えてくださる、と使徒は言います。ちょうど、モーセが自分の顔の上にあった神の栄光を山から宿営の中にもたらしたようにです。その神の栄光は、民に対してモーセを神のようにしました。主がこう言われたからです、「……はあなたに対して口のかわりになり、あなたは彼に対して神のかわりになる」「あなたはこの民に対して神のようになり、あなたはわたしのために立つ」。ですから、それよりも遙かに真実で徹底的な本質的方法により、イエスは御顔にある神の栄光を私たちの心の中に与えてくださいます。「なぜなら、神は私たちの心を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光を与えてくださったからです」。


  



  すべてはこの内面性によって試される


  



  「それは私が彼を宣べ伝えるためです」。すべてはこれにかかっています。「神は御子を私の内に啓示することをよしとされました。それは、私が彼を宣べ伝えるためです」。あるいは、「彼を布告するためです」。この「彼」という単語に下線を引きなさい。「彼！」が、すべての核心を突き、すべてを問いただし、すべての価値を量ります。パウロの時代以降、クリスチャンの働きの多くは、運動の促進、教えの伝播、組織の権益の拡張でした。大切なのは運動ではありませんし、地上に運動を確立することでも、信徒、支持者、会員、援助を得ることでもありません。私たちは組織を教会と呼びさえするかもしれませんが、大切なのは組織ではありません。神の御思いにおいては、教会はイエス・キリストの啓示を離れては存在しません。教会は、神の愛する御子キリストが現実にどれくらいおられるかによって裁かれます。もし証しという言葉がある特定の教えの形式や、体系化された教理を意味するなら、大切なのは証しでもありません。いいえ、そのようなものは証しではありません。「証し」について話す時、それをどのような意味で使っているのかに注意しましょう。私たちは頭の中に真理を並べ、その真理をある言い回しや文体で表現して、そうして「証し」について話すかもしれません。大切なのはこのような意味の証しではありません。大切なのは宗派や、「非宗派」や、「超宗派」ではありません。大切なのはキリスト教ではありません。大切なのは「働き」ではありません――ああ、私たちは「働き」について話してばかりいます。「働きの調子はいかがですか？」――私たちは働きに身をささげ、働きに関心を寄せ、働きに出かけます。大切なのは務めではありません。大切なのはキリストです。「それは私が彼を宣べ伝えるためです」。もしキリストが中心的な第一の地位にとどまっておられたなら、こうした分裂的な嫉妬は決して一つたりとも機会を得ていなかったでしょう。今日キリスト教組織の中に存在している悲惨なごたごたは決して生じていなかったでしょう。これは何か特別なもの、運動、務め、教え、証し、交わりのいずれかが、キリストの地位を占めているためです。人々は、何かを促進したり、何かを企てたり、何かを確立するために出て行きました。今日、私たちの働きとしてのキリストはあまり重んじられていません。これは真実であるにもかかわらず、決して告白されることはないでしょう。これは真実です！さて、愛する人たち、内なる啓示はこれをすべて癒します――私はあまりにもひどいこと、あまりにもぞんざいなことを言っているのでしょうか？――こうしたものの存在はどれも、適切なるキリストの内なる啓示の欠如を表しています。神の愛する御子キリストが信者の心の中で中心であり至高であるなら、他の多くのものは屈します。屈しざるをえません。分裂を起こすものは、それが主との論争でないかぎり、なくなります。神との論争は分裂を起こしますが、人工的なもの、人の活動や人自身の企てや人が神の権益の中に入り込むことから生じるもの、こうしたものは適切なる主イエスの内なる啓示がある所にはとどまれず、存在できません。次の二つのことが私たちの前にあります。一つは、私たちの心の中に啓示されたイエス・キリストの啓示のゆえに、私たちは彼を愛します。他方、私たちの心にキリストの十分な啓示が欠けているせいで、私たちは他のものを求めて出て行きます。私たちはそれを「主の権益であり、主のためである」と言うかもしれませんが、それは決して、決して、神の御心を満足させられません。目標は御父の御心の満足なのです。


  



  神の永遠の秘密


  



  永遠から、神は一つの秘密を御心の中に秘めてこられました――御心の秘密です。私は「御心の秘密」と言います。なぜなら、「その愛する御子」というこの用語、この呼称が、この神秘、この秘密と結び付けられているからです。その秘密とは、御子を公式に任官するために神がなさっている働きではありませんでした。その秘密は、宇宙の偉大な管理者が意中の者を昇進させようとして行う活動（もし不適切な言い方でしたら、お許しください）ではありませんでした。いいえ、その秘密は神の愛する御子でした。神の御心はこれにありました。神の御心の中には御子に関する一つの秘密がありました。御子は御父の愛する者です。神の側からなされた主イエスへの言及、キリストに関する神の御心の啓示について学んでください。そうすれば、私たちが述べていることに関して、あなたは新たな理解を得るでしょう。主イエスは、邪悪な農夫たちのたとえ話をされた時、最後に息子を遣わす箇所に来ました。彼がそれをどう話されたか覚えておられるでしょうか？「しかし彼は、『私の息子なら敬うだろう』と言って、最後に息子を彼らに遣わした」。どうして農夫たちは息子を敬うはずだったのでしょう？父の愛する息子だったからです。彼は父の息子であり、その親子関係のためです。農夫たちはしもべをみな虐待しましたが、息子が来るなら、きっと態度を変えるでしょう。彼らはきっと、息子を敬い、尊敬し、あがめるでしょう。しかし彼らは、「これは跡取りだ。さあ、彼を殺して、その財産を奪おう」と言い、息子が代表していた神の権利を完全に否定して、拒絶しました。そのため、大きな裁きが彼らの上に下されました。


  さて、神の永遠の御心の秘密は愛する御子です。そして、この問題全体と密接に関係しているのが、この神の永遠の御心の秘密に関する神の御心の満足です。これが私たち自身と、私たちのすべての行いの根拠です。私たちが信者であるのは、「あなたたちの内におられるキリスト」という根拠に基づきます。そうなのですが、あなたたちの内におられるキリストは、神の御心の目的の実現を意味します。「あなたたちの内におられるキリスト」は、神が目的を成就される方法であり、永遠の過去に御心の中にあった目的に達する方法です。キリストを心の中に受け入れる信者たちがいなければ、神は御子に関するこの御心の願いを決して実現できないと言えます。ですから大切なのは、人々をキリスト教に回心させることや、人々を運動の追従者にすることではなく、人々が神の満足であるキリストを受け入れることなのです。次に、キリストを受け入れた後、主に関して私たちに関係があるもの、私たちが発言力や影響力を持っているもの、私たちが主の権益の中で演じる役柄はみな、完全に、徹底的に、常に、キリストの表現のため、イエス・キリストの啓示のため、キリストを見せるためでなければなりません。神の観点では、いかなる会衆、いかなる教会、いかなる運動、いかなる証し、いかなる交わりも、もしそれによってキリストが表現されていないなら、その存在意義を認められません。


  愛する人たち、私たちは個人について話しています。「自分はクリスチャンである」という私やあなたの主張は、キリストが私やあなたによって現される程度に応じて正当化されます。地獄の勢力、圧迫、計略は、こぞってこれに反対します。信者は地上のだれよりもはるかに、キリストに似ないよう誘惑されます。信者は他のだれよりもはるかに、攪乱してキリストを裏切らせようとする攻撃に遭います。地獄はイエス・キリストの啓示を猛攻撃します。すべては、このキリストの内なる啓示と共に始まります。


  さて、私たちは生活と奉仕の中でこれが二重に成就されるよう、大いに注意しなければなりません。「何のために私はここにいるのでしょう？」「どうして私はキリストの御名を帯びているのでしょう？」「私が主と関係づけられている意味は何でしょう？」「私の救いの目的は何でしょう？」。その答えは、私の満足、私の喜び、私の救いそれ自体ではなく、イエス・キリストの啓示と、御父の願いにしたがってキリストの中心性と至高性が実現されることです。次に二番目の問いは、「私は何のために働こうとしているのでしょう？」「私は、何かの協会、何かの宗派、何かの『非宗派』を打ち立てたり、ある教え、ある解釈、ある真理の体系のために地歩を勝ち取ろうとして、働こうとしているのでしょうか？」「私が専念しているのは何かの事柄なのでしょうか、それとも、主イエスのために彼の絶対的な中心性と至高性を確保することなのでしょうか？」ということです。私たちが何と言おうと、私たちは決してこれを後にすることはありません。私たちはここから始めて、ここで終わります。キリストは最初であり、キリストは終わりです。彼はＡからＺであり、アルファでありオメガです。


  私たちは、主イエスの新しい内なる理解と認識に関して、大いに熱心に主と交渉しなければなりません。それは、私たち自身の間にあるあらゆる無価値な事柄や、私たちが引っかかりかねない事柄からの、唯一の解放の道です。それは「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」です。これだけが栄光の望みです。もし私たちの内にキリストがおられないなら、それは確かに恥であって、栄光ではありません。


  



  Ⅱ．個々の信者に対するキリストの中心性と至高性（続き）


  



  聖書朗読　ヘブル人への手紙一章一～十四節


  



  さて、「あなたたちの内におられるキリスト」の第二の面に進んで、有名なガラテヤ人への手紙二章二〇節に向かうことにします。「私はキリストと共に十字架につけられました。生きているのはもはや私ではなく、キリストが私の内に生きておられます。そして私は今、肉体の中で生きているそのいのちを、私を愛し、私のためにご自身をささげられた神の御子を信じる信仰によって生きます」。


  



  Ⅱ．内なるいのちであるキリスト


  



  第一は心の中に与えられるキリストの啓示であり、第二は内なるキリストのいのちです。キリストが内に生きておられるのはたんなる事実ではありません。これを悟ることが重要です。キリストは私たちの内側におられて、私たちの内に生きておられるだけではありません。これにはそれ以上の意味があります。すなわち、キリストは信者のいのちである、ということです。内なるキリストは信者のいのちそのものです。彼は私たちのいのちとして中心でなければならず、至高でなければなりません。彼が中心であり至高である程度に応じて、彼は私たちのいのちとなられます。それ以上でも、それ以下でもありません。しかし、どのような方法で内なるキリストが信者のいのちになるのか、私たちは理解したいと思います。ガラテヤ人への手紙は、これを理解する助けになります。私は専門的意味で、あまり教理的、神学的でありたいとは思いません。しかし私は、主の民は恵みの偉大な教理についてはっきりしているべきだと感じます。ですから、私たちの前にあるこの御言葉の背景をしばし考えたいと思います。


  私たちは、私たちのいのちであるキリストについてしばしば語り、「キリストは私たちのいのちそのものです」といったことをしばしば言います。私たちは、厳密にはこれと同じ範疇には属さないけれども、これと関係している次のような他の聖書の箇所を用います。「私たちのいのちであるキリストが現される時、あなたたちも彼と共に栄光の内に現されます」。キリストは私たちのいのちであるという原則は同じですが、ここにはその背景があります。キリストは私たちにとって、私たちがいのちと称する活力である、ということだけではありません。もちろん、キリストは活力であり、いのちです。聖霊は私たちの内でいのちの霊です。しかしここでは、それは文脈から説明されており、さらに深い意味を与えられているのです。その前後の言葉を見るなら、この使徒の文章が一つの変化を示していることがわかるでしょう。ご存じのように、この書はガラテヤの信者たちが陥っていた律法主義を取り扱っています。彼らは律法主義に打ち破られ、攻撃を受けていました。彼らは律法主義に欺かれていました。三章がどう始まっているのかに注意してください。「ああ、愚かなガラテヤ人、誰があなたたちを欺いたのですか？」。文字どおりには、「誰があなたたちに魔法をかけたのですか？」です。彼らは魔法の下に陥りました。それは偽りの律法主義の呪文でした。さて、パウロがこの二〇節で述べていることは一つの変化を示しています。以前、パウロは律法にすがって生きていました。ユダヤ人としての彼の立場は、律法の下にある人は律法によって生きなければならない、というものでした。律法は、「あなたは……しなければならない」「あなたは……してはならない」でした。「要求事項」が満たされ、「禁止事項」が遵守・回避されたとき、人のいのちは神によって維持されました。生きながらえて地上の日々を長くしたければ、律法を守らなければなりません。そこで、人は律法、戒めの律法にすがることによって生きました。律法を厳格に守ったタルソのサウロのような人からもわかるように、それはひどい重荷であり、常に罪定めと死を意味しました。それは絶えず頭上に吊されているダモクレスの剣のようでした。髪の毛一筋ほどでも逸れるなら、あなたは死に、罪定めと裁きと死の下に陥ります。清めや神との正しい関係に関する規定を守っても、それは一瞬たりとも良心には触れず、心にも触れませんでした。それは一時の間に合わせにすぎませんでした。それは全く外側のものであり、「何かが足りない、何かが欠けている」という内側の感覚が常にありました。しかし、サウロは律法にすがることによって生き、律法にすがることによっていのちを保ちました。律法にはあらゆる負担、労苦、威嚇、裁き、罪定めが伴っており、常に眼前に死の影がちらついていたにもかかわらずです。これが彼の過去の生活でした。


  さて、パウロがローマ人への手紙の最初の数章で全く明らかにしているように、神の神聖な律法のあらゆる点や要求に関して、自分の力で完全に神を満足させられた人は一人もいません。すべての人が律法を破り、失敗しました。いかなる人の内にも、義の根は見つかりませんでした。神は決して、人自身の中にないたんなる外側の義や、実行上の義ではない一種の理論的な義に満足されませんでした。自分自身の内に義を持つ人は一人も見つかりませんでした。形式的な義を持っていたパウロの自分自身に関する言明の中に、人類全体が含まれます。「なぜなら私は、私の中に、すなわち私の肉の中に、善なるものが宿っていないことを知っているからです」。


  



  キリストの内にある、義によるいのち


  



  今、律法を満たせる唯一の御方であるキリストが、ご自身に元々備わっている義により、律法を完全に満たされました。キリストは外面的、形式的、理論的に神を満足させたのではなく、元々罪のない義なる者として神を満足させたのです。キリストはご自身のパースンにおいて律法を成就し、律法を道から取り除いてしまわれました。律法は取り除かれています。神は律法が成就されることを望んでおられただけであり、その後、律法を取り除くことができます。キリストは律法を成就し、それを道から取り除いて、新しい時代を開始されました。律法の時代ではなく、恵みの時代です。キリストは新しい統治をもたらされました。その統治では、「あなたは……しなければならない」「あなたは……してはならない」が支配するのではありませんし、体系化された律法主義が支配するのでもありません。恵みが支配します。新しい時代はキリストを信じる信仰の時代です。キリストは人に対する神の要求をすべて満たし、すべての人のために神を満足させてくださいました。このキリストを信じる信仰の時代です。すべての信者はキリストの中に集約されており、キリストによって代表されています。また、神はキリストの中にあるそのような者たちに満足しておられます。これを信じる信仰の時代です。キリストは神が人に要求しておられた義を生み出してくださいました。神は満足しておられます。キリストは人として、人のために義を生み出してくださいました。神は完全に満足し、満ち足りておられます。


  今、あらゆる義の問題に関して御父を完全に満足させているこのキリストが信者の内におられます。ですから、キリストの中にある信者は彼にあってあらゆる義を有しており、神は満足しておられるのです。信者自身は前よりも義しいわけではありません。義なる方が内側におられるということです。神は私たちをご覧になるのではなく、私たちの内におられる御子をご覧になります。今、キリストは内に生きておられます。パウロは次のようなことを述べています、「今、私が生きているのは、律法にすがることによってではなく、キリストにすがることによってです。私がキリストにすがるのは信仰によってです」「今、肉体の中で生きているそのいのちを、神の御子を信じる信仰によって生きます」「私は信仰によって彼にすがり、そして生きます」。もはや罪定めはなく、それゆえ死もありません。ここに義があり、義があるところに罪定めはないからです。キリストの中に罪はありません。キリストの中には罪がないので、死と裁きには何の力もありませんし、何の関係もありません。キリストはここにおられます。キリストは不朽不滅のいのちの力によって生きている御方です。「私は信仰によって彼にすがることにより生きます」。どうやってでしょう？訴える者が来て私を戸口で訴え、罪定めと死の下にもたらそうとする時、「キリストは私の義です」と言うことによってです。訴える者が火矢で攻撃し、「あなたは父を怒らせています」と言う時（故意に罪にふけったり、わざと御父を怒らせるようなことはしていないのに、敵が「主の不興を買っている」という感覚を私に与えて、私を死の中に落ち込ませようとする時）、私は言います、「私のために御父を満足させてくださるキリストが私の内におられます。御父は彼をとても喜んでおられます。キリストは私の内におられます」。信仰によってキリストにすがり、キリストにつながるなら、私は死ぬかわりに生き、罪定めの下に陥るかわりに勝利します。この意味で、内なるキリストはいのちであり、このいのちを私たちは生きるのです。私たちが勝利の生活を送るのは、罪に対して戦うことによってではありませんし、自分自身に基づいて訴える者に答えようとすることによってでもありません。キリストを示し、信仰によって内なるキリストにすがることによってです。キリストは私たち自身の心の内側で神の満足です。これ以上あなたは何を望むのでしょう？信仰は神の満足であるキリストに絶えずすがります。「私はキリストと共に十字架につけられました」――それではどうして私を捜すのでしょう？「もはや私が生きているのではなく」――それではどうして私を試み、訴えるのでしょう？「死んだ人は罪から解放されています」「しかし、キリストが私の内に生きておられます」。キリストに罪を科すこと、罪をキリストの責任にすることがあなたにできるなら、私には何の希望もありません。しかし、御父が私に要求されるのはただキリストだけです。そして、キリストが私にとって御父に対していかなる御方なのか、これを信じる信仰の鎖を私は絶えず堅く保ちます。そうしているかぎり、私は生きます。死なずに生きます。キリストは私のいのちです。この意味で、キリストは私のいのちになります。これは、キリストを私たちを生かし続ける内なる活力と見なす以上のことであることがわかるでしょう。こうしたことにはすべて、偉大な背景があります。キリストのパースンが御父に対して持つ意味と、キリストが御父を満足させるために十字架上で行われた働きを、これはすべて集約しています。そして、それは私たちに与えられて、私たちの内なる分となります。次に、信仰がこれに結びつき、これを握り続け、私たちは生きます。「そして私は今、肉体の中で生きているそのいのちを、私を愛し、私のためにご自身をささげられた神の御子を信じる信仰によって生きます」。


  これは膨大な神の御言葉を簡潔にまとめたものですが、熟慮すべきことだと感じます。これは主イエスを私たちのいのちとして中心性と至高性の地位に戻すことを含みます。彼がそのような地位にある時だけ、私たちは生きます。私たちはキリストによって生きます。この意味で、キリストは私たちのいのちそのものです。ああ！訴える者にキリストをもって答えなさい。


  「義の胸当て」という句は、この真理を述べる隠喩的方法、例証的方法にほかなりません。義の胸当てはキリストです。キリストは義なる御方であり、私たちに至る義とされました。良かれ悪しかれ、私たち自身で敵に当たろうとしても役に立ちません。毎回キリストをもって敵に当たり、キリストをもって敵に答えなければなりません。もし御父が高い要求をされるなら、御父ご自身が御子の内に必要なものを備えてくださっています。そして、御父は私たちに仰せられます、「わたしがあなたたちに求めているのは、両手をわたしの御子で満たすことだけです。両手を御子の完全さで満たしなさい。これがわたしを満足させるのです」。キリストは信者のいのちとして、信者の内で中心であり至高です。私はあなたたちに主イエスをさらに理解させましょう。これらの言葉の強調点は、神の御思いの中で彼がいかなる御方なのかということです。これをたんなる教理としてではなく、生き生きと把握する時、これを心の中で把握する時、私たちは勝利の何たるかを知り、勝利の生活を知り、満ち満ちた豊かさの何たるかを知るでしょう。愛する人たち、私は確信していますが、主イエスご自身で満たされれば満たされるほど、私たちはますます勝ち誇る、勝利の、打ち勝つ神の子供となります。他の何ものも、キリストに置き換わることはできません。


  



  Ⅲ．内に形造られるキリスト


  



  さて、この内住のキリスト、栄光の望みの第三の面に進みます。ガラテヤ人への手紙四章十九節「私の小さな子供たちよ、キリストがあなたたちの内に形造られるまで、私は再び産みの苦しみをします」「キリストがあなたたちの内に形造られるまで」。


  第一に、私たちは内に啓示されるキリストを持ちます。第二は内なるいのちのキリスト、第三は内に形造られるキリストです。さて、ここでも区別が必要です。似ている節、あるいは似ているように見える節が、ローマ人への手紙第八章にあります。それはこれとよく似た言葉を含んでいます。しかしこの二つもまた、同じことを示してはいるものの、同じ性質のものではありません。「神はあらかじめ知っておられた者たちを、御子のかたちに同形化しようと、あらかじめ定められたからです」。ここでは、信者が神の御子のかたちに同形化されつつあります。ガラテヤ人への手紙では、内に形造られつつあるのはキリストです。類似点はありますが、相違点もあります。ここではガラテヤ人への手紙の御言葉に専念して、その固有の意義と価値を見ることにします。


  ガラテヤ人への手紙全体を再び取り上げることにしましょう。その主題を念頭に置きつつ、使徒が手紙を書いた動機が何か見てください。動機はあやまちを正すことです。あやまちに陥ること、魔法使いの呪文の下で魔法にかかることは、霊的未熟さのためです。これらの信者たちは、主の中で前進していなければならなかったほどには前進していませんでした。そして、彼らは成熟するのが遅れたため、当時起きていたこの問題の餌食になりました。今、使徒はあやまちを正すために手紙を書き、問題の根幹、該当箇所を指さして、「これはみな、あなたたちの内のキリストがはっきりしていないためです」という主旨のことを述べます。この隠喩を綿密にたどってください。そうすれば、彼が何を言っているのかわかるでしょう。十九節の強調点は、「形造られる」という言葉です。「キリストがあなたたちの内に形造られるまで」。これはとても強い言葉です。彼が言っているのはこういうことです。「たしかに、あなたたちが信者であり、神の子供である以上、キリストはあなたたちの内におられます。しかし、それははっきりしないキリスト、形造られていないキリスト、形が未発達のキリストです。彼はそこにおられますが、まだあなたたちの内で明確になっておらず、その形は未発達です。そのせいで、弱さや誤導されやすさといった、このあらゆる問題があるのです。あなたたちが持っているキリストは、まだ形造られていないキリストです」。これはローマ人への手紙八章二九節とは異なることがわかるでしょう。ローマ人への手紙八章二九節は、神の御子キリストの究極的なかたちに至る、私たちの継続的成長を示しています。それが現在進行していることです。私たちは、懲らしめ、苦難、艱難、苦痛、訓練、主が私たちに臨むことを許された事柄によって、同形化されつつあります。私たちはキリストのかたちに同形化されつつあります。これが毎日起きていることです。しかし、これはガラテヤ人への手紙に記されていることではなく、何か別のことです。これは、私たちの心の中でキリストが明確になりつつあることを暗示しています。ガラテヤには混乱、あいまいさがありました。なぜなら、「キリストは信じる者にとって律法の終わりである」こと、キリストは旧経綸と新経綸、旧秩序と新秩序の境界を実際に画していること、キリストは律法を成就して道から取り除いてしまわれたことを、彼らははっきりと見ていなかったからです。彼らはキリストのはっきりとした輪郭を心の中で把握していませんでした。彼らはキリストのパースンと働きの意味に関するこうした特徴をはっきりと把握していなかったので、舞い込んで来たあらゆる問題の餌食になったのです。今、このような主の民が大勢います。彼らはあらゆる種類の事柄の餌食になっています。なぜなら、彼らは内なるキリストの明確な意味を認識していないからです。


  



  キリストを明確に理解する必要性


  



  どうして主の民のこんなにも多くの人々は、訴える者によって打ち負かされ、悩まされ、苦しめられているのでしょう？訴える者は彼らの目を常に内側に、自己分析や自己内省に向かわせて、始終こうしたことに従事させています。彼らは堅く自己に縛られているので、神に対しても他の人々に対しても役に立ちません。どうしてでしょう？それは彼らがキリストの意義を明確に認識していないためであり、キリストが自分たちのために神のすべての要求に答えてくださることを明確に認識していないためであり、これを信仰によって握っていないためです。これが自分自身からの解放の道です。これが自己からキリストへの解放です。しかし、彼らは依然としてあいまいな方法で神を満足させようとしています。それは恐ろしい苦闘です。彼らはキリストの明確な形を見たことがありません。キリストは彼らの内に形造られていません。彼は未形成の、ぼんやりした内住者です。これは説明が難しいのですが、私が何を言わんとしているのか、おそらくおわかりでしょう。心の中に住んでおられるキリストの明確な意義を把握するやいなや、私たちは安定した場所、堅固な場所、律法主義者たちがやって来て私たちの足下をすくうことのできない場所に達します。これが、反キリストについて、そして「私はこれが正しいのかどうか、本当なのかどうかわかりません。とても正しそうに見えるのですが」と言っていた主の民について書いた時、ヨハネが言わんとしたことです。「しかし、彼から受けた油塗りがあなたたちの中に住んでいるので、あなたたちはだれにも教えてもらう必要はありません」。それが正しいのか間違っているのか、あなたは油塗りによって内側で知ります。あなたはそれを言葉にすることはできませんし、事を分析して「あれやこれは間違っている」と常に言えるわけでもありません。あなたはそれを整然と述べることはできませんが、「それには警戒すべき何かがある」という証しを自分の心の中に持ちます。私たちの疑いや偏見と内なる証しとの間には大きな違いがあります。自分の思いを何かに投影しようとしてはいけません。「自分を安全に保つため、懐疑的な姿勢を取って、何事も問いたださなければならない」と考えてはいけません。「安全のため、公平であることはできない」と考えてはいけません。御霊にあって歩んでいるなら、落ち着いて心を開くことができ、恐れずにいられます。あなたの中の油塗りがあなたを教えるので、あなたは常に識別することができます。あなたはそれを定義づけられないかもしれませんが、「私の心の中に何かもやもやしたものがあります。私にはわかります」と言えるでしょう。「その油塗りがあなたたちを教えます」という言葉は、主の民にとって定かではなかった反キリストに関して語られました。この油塗りは内に形造られるキリストです。あなたは明瞭なはっきりした所に来ます。キリストの形がくっきりと規定され、その輪郭がはっきりします。感覚が行使され、キリスト的機能が発達させられます。それは未形成なものではなく、何かはっきりとしたもの、内に形造られたキリストです。パウロは言います、「あなたたち、私の兄弟たちのことで、私は苦しんでおり、産みの苦しみをしています。あなたたちの状態のゆえに、私は産みの苦しみをしています。それは、キリストがあなたたちの心の中にはっきりと形成される所、彼が形を取って未形成のキリストではなくなる所に、あなたたちが至ることができるためです」。これがガラテヤ人への手紙四章十九節の意味です。


  



  Ⅳ．内に住み着く（ホームを造る）キリスト


  



  次に四番目です。エペソ人への手紙三章十七節「キリストが信仰を通して、あなたたちの心の中に住んでくださいますように。それはあなたたちが愛の中に根ざし、土台づけられて、すべての聖徒たちと共に（中略）理解する力を持つためです」「キリストが信仰を通して、あなたたちの心の中に住んでくださいますように」。さて、これは他の何よりも進んでいます。あなたはそれに気づかないかもしれませんが、これは前進です。これは、「キリストがあなたたちの心の中に住居を構えてくださいますように」と言っているのではありません。また、「キリストがあなたたちの心の中に来てくださいますように」「キリストがあなたたちの心の中に宿泊してくださいますように」と言っているのでもありません。これは、「キリストがあなたたちの心の中に住んでくださいますように」と言っているのです。そのギリシャ語は、心の中に「ホームを造ること」あるいは「住み着くこと」を意味します。「キリストがあなたたちの心の中にホームを造ってくださいますように」。これは宿泊する以上のことであり、中に入って来てそこに居る以上のことです。すべての家がホームとはかぎりません。


  あなたたちの中には、「ベタニヤ」に関する私たちのメッセージを思い出す人もいるでしょう。ベタニヤに関する黙想の冒頭で、私たちはベタニヤが対照的だったことを示しました。万物を創造した方がご自身のものの所に来られた時、ご自身のものである人たちは彼を受け入れませんでした。そこで彼は、この地上におけるご自身の居場所について仰せられました、「狐には穴があり、空の鳥には巣があるが、人の子には枕する所もない」。これが彼の居場所でした。しかし、彼はベタニヤに行かれました。何度も行かれました――最大の試練を目前にして、状況が終局に向かってますます彼の上に重圧を加えていた時、彼はいつもベタニヤに退かれました。この地上で彼が唯一持っておられるように見えるホームは、ベタニヤでした。それは、彼がベタニヤに心の満足を見いだしておられたからです。そこには「耳を傾け続ける」人がいました。前に指摘したように、マリヤが耳を傾けたことの文字どおりの訳は、「彼女は彼の言葉に耳を傾け続けた」です。彼はご自身の中にあるものを注ぎ込める人、それを理解して応答してくれる人を求めておられました。そして、彼はその人をベタニヤに見いだされたのです。ベタニヤで彼の心は満足しました。なぜなら、彼の話に耳を傾け、それに応答し、「彼を迎えることはあらゆる特権の中でも最大の特権である」ということを彼に感じさせる人が、そこにいたからです。あまりにも多くの時、私たちは正常になる前のマルタのようです。（神に感謝します、彼女は正常になりました。ベタニヤの最後の光景では、マルタは依然として仕えていますが、今や状況は正常です。外側の活動は内側の霊的活動を圧迫していません。状況は正されました。）主は耳を傾けてもらう機会を望んでおられるだけなのに、正される前のマルタのように、私たちは主のために多くのことを行っています。主はしばしば私たちに言われるでしょう、「あなたがわたしのために忙しくしようとしていること、あなたがそれをすべてわたしのためにしようとしていること、あなたの動機が正しいことを、わたしは知っています。わたしはそれをみなとても感謝しています。しかし、ああ、あなたにいくつかのことを話す機会をわたしに与えてほしいのです。ああ、あなたの心に語る機会、あなたの知らないことをあなたに示す機会を、わたしに与えてほしいのです。そうするなら、大きな変化があるでしょう」。これが、私たちが時々脇に呼ばれる理由です。彼は「たくさんの料理」という熱狂的活動から私たちを連れ出して、彼に耳を傾ける所に私たちを連れて行かれます。しかし、もし私たちが彼に機会を与えるなら、それは彼がそうせざるをえない場合よりも、どれほどよいことでしょう。マリヤが誤解されたように、私たちは一見何もしていないかのように誤解される危険を犯さなければなりません。しばしば私たちは、「怠けているのは主から少々遠ざかっているせいだ」と人々から思われるのを恐れます。まあいいでしょう、主はご存じです。しかし気をつけてください、彼は来て、めぼしいところに彼のホームを造られます。これはキリストを宿泊者として持つ以上のことです。（このような言い方を許してください。）それは、心の中でくつろいで、そこにホームを造られるキリストです。これには適用が必要です。ですから、これを自分に適用してくださるよう主に求めてください。あなたたち、忙しい働き人たちよ、主の御心によると、あなたたちのどんな働きも、主があなたたちの心の中にさらに豊かな事柄を語り込むために求めておられる機会に、取って代わることはできません。もしあなたが主に語る時間を与えておらず、また主が新たな啓示に対する応答を得ておられないなら、あなたの活動には生命力が伴わないでしょう。


  



  Ⅴ．信者の内で栄光を受けるキリスト


  



  さて、最後にテサロニケ人への第二の手紙一章十節です。「彼が来られる時、彼は聖徒たちの内で栄光を受け、信じるすべての者の内であがめられます」「信じるすべての者の内で驚嘆されます」（アメリカ改訂訳）。これは内なるキリストの究極的完成です。これは素晴らしい御言葉であり、素晴らしいことを述べています。そう思わないでしょうか？そうです、私たちは彼が栄光の内に来られるのを見ることを期待しており、栄光を受けたキリストを見ることを期待しています。しかしその間、彼はある働きを行っておられます。その働きの結果、彼が現れる時、彼の栄光が聖徒たちの内にあるでしょう。これは栄光の内に来られる客観的キリストであるだけでなく、栄光の内に現される主観的キリストでもあります。「もし彼と共に苦しむなら、彼と共に栄光を受けます」。私たちが彼の栄光を見ることができるように、と彼は祈られました。そして、彼は聖徒たちの内で栄光を受け、信じる者の内で驚嘆されるのです。


  ある日、山の斜面を登っていたのは――この世の観点では――パレスチナのただの田舎者でした。彼には何か際立った点、印象的な点があったかもしれませんが、彼はほとんど他の人々のようでした。彼が山の頂に達すると、突然、彼は天の栄光で燃え輝き、その衣は白く輝きました。彼は栄化されて、突然、ただの人――世はそう言うでしょう――から神の栄光に変えられたのです。突然でした。彼はそこにいた人たちを驚嘆させたので、彼らは話し始めましたが、自分が何を言っているのかわかりませんでした。「彼らは全く地に足がついていなかった」と言えるでしょう。さて愛する人たち、このキリストが私たちの内におられます。私たちは人々の間で何の変哲もない民です。私たちには特に際立った点、傑出している点、優れている点は何もありません。しかし、変貌の山で起きたことが私たちにも起きる瞬間が来つつあります。私たちの内におられるキリストは、私たちを通して栄光の内に輝き出るでしょう。そして、変貌の山にいた人々が彼に驚嘆したように、彼は信じるすべての者の内で驚嘆されるでしょう。これが、「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」の目標です。この栄光の望みは、あなたたちの内におられるキリストです。言い換えると、中心であり至高であるキリストです。最初から最後まで、信者の生活はすべてこれにかかっています。


  私たちはこの五つの段階すべてに戻って、各段階が何を要求するのかを見なければなりません。これをあなた自身でやってください。信者の内に啓示されるキリストは、信者を虜にされた器にすることがわかります。神の御子が自分の内に啓示された日、タルソのサウロは囚人にされました。その日から、彼は虜にされた人でした。彼は自分を「イエス・キリストの囚人」と呼びました。あなたも私も虜にされなければなりません。


  



  「あなたたちの内におられるキリスト」が要求するもの


  



  私たちのいのちとして内に住んでおられるキリストは、私たちを十字架につけられた器にします。「私は十字架につけられました」――虜にされ、十字架につけられました。内に形造られるキリストは、私たちを主と共に前進する器にします。ガラテヤ人たちが止まった所で止まるのではなく、進み続けます。心の内にホームを造るキリストは、「愛の中に根ざし、土台づけられること」と関係しており、それに続いて「すべての聖徒と共に」という句が続きます。キリストのからだの交わり、互いに愛し合う相互的な愛は、「ベタニヤ」の原則であり、キリストが住み着く結果になります。このように、あなたが究極的完成に至るまで、各段階は独自の責任と要求を示します。各段階の背景が、その要求がいかなるものかを示しています。これをあなたは見いだすでしょう。最後にテサロニケ人への手紙は、彼らの苦難について、主のための喜ばしい苦難について述べています。彼らは大いに苦しんでいました。それは、彼らが偶像から転じて生ける神に仕え、栄光からの御子を待っていたからです。彼らは苦しみましたが、喜んで苦しみました。栄光の究極的完成は、苦難における忠実さと関係しています。各段階には要求があることがわかるでしょう。あなたはそれをもっと綿密に見ることができます。


  主は、御旨に応じるものを私たちの内に見いだして、御心の秘密の実現を可能ならしめてくださいます。それは、「あなたたちの内におられるキリスト」、中心であり、至高である、「栄光の望み」です。


  



  Ⅲ．キリストのからだである教会に対するキリストの中心性と至高性


  



  聖書朗読　歴代誌上二八章一～二一節、コロサイ人への手紙一章十八節


  



  主イエス・キリストの中心性と至高性の二番目の領域は、教会であるからだの領域です。最初に、この節が何を述べているのかを正確に調べましょう。「御子は教会であるからだのかしらです。御子は初めであり、死人の中から最初に生まれた方です。それは御子が万物の中で第一の地位を占めるためです」。「御子は初めであり……」というこの訳は十分ではありません。もっと完全な文字どおりの訳は、「その中で御子は初めであり」です。これは、ここで何が述べられているのかを理解する助けになります。こう読むなら、あなたは直ちに真理のいっそう豊かな理解に達するでしょう。「御子は教会であるからだのかしらです。その中で、御子は初めであり、死人の中から最初に生まれた方です」。ですからここでは、教会が彼の復活によりキリストと関係していることがわかります。「その中で、御子は死人の中から最初に生まれた方です」。復活により、御子は教会であるからだのかしらなのです。


  



  復活と頭首権


  



  この頭首権は二重です。それは地位に関してであり、御子は至高の地位に就いておられます。次に、それは時間に関してであり、御子は教会であるからだに関して、復活により、この地位に就かれました。ですから、教会であるからだに対するキリストの頭首権は彼の復活によります。これには今わかる以上に多くの意味があります。しかし先に進むにつれて、あなたはさらに大いなる豊かな内容を見ることになると思います。さて、キリストの頭首権について、すなわち個々の信者の生活におけるキリストの中心性と至高性について、すでにかなり多くのことを述べています。ですから、この個々のキリストの頭首権は、信者に関するかぎり、独立した権威ではないことを認識しなければなりません。それは相互的なものなのです。つまり別の言葉で言うと、信者の数だけかしらがあるわけではありません。それはすべての信者を単独の権威に構成するわけではありませんし、すべての信者を独立した権威にするわけでもありません。すべての個々の信者の内に頭首権が確立されなければならないのですが、ただ一つの頭首権があるだけです。万の万倍の頭首権や、だれも数えることのできない大群衆の頭首権があるわけではありません。一つのかしらです。これはすべてが相互的であることを意味し、からだの思想は一つのかしらに基づく合一（unity）の思想であることを意味します。この体の観念、概念は、一つのかしらに基づく合一の観念を明示しています。キリストの個々の至高性は、からだの精神と原則に至ります。つまり、信者の個々の生活の中でキリストが真に中心であり至高であるなら、自然に、自動的に、必然的に、からだの原則が生じるのです。キリストがあなたの心の中に信仰によって住んでおられるなら――これは私たちが考察した、キリストの個々の中心性と至高性の一つの相でした――キリストがあなたたちの個々の心の中に信仰を通して住んでおられるなら、これはこの節の次の部分に至ります。「……それはあなたたちが愛の中に根ざし、土台づけられて、すべての聖徒たちと共に（中略）理解する力を持つためです……」。個々の心の中に住んでおられるキリストは、直ちに「すべての聖徒たち」に至ります。個人の内にキリストの中心性と至高性、つまり頭首権を確立することから、からだの原則が生じるのです。愛する人たち、もしだれかが「キリストは私の心と生活の中で至高の地位に就いておられます」と言いながら、個人的な独立した行動や関心という特徴を帯びているなら、それは矛盾しています。はなはだしく矛盾しています。個人的な独立した活動や関心があるなら、キリストはその人の生活の中で絶対的に至高ではありえません。もしだれかが「自分が自分の法律である」という精神を持っているなら――その人は決して自分のことをそうは言わないでしょうが――もしその人の生活が、船の防水区画室のように、主の民の他の人々から孤立し、分離し、独立し、隔たっているような特徴を帯びているなら、それは矛盾しています。キリストは至高ではなく、中心でもありません。独立とからだ、独立と主イエスの至高性――この二つは決して調和させられません。なぜなら、彼はかしらとして生活の中で至高であり、一個人のかしらであるだけでなく、からだのかしらでもあるからです。彼はすべての信者の唯一のかしらです。主イエスの復活と共に生じるからだは、まさに独立の精神を覆します。


  



  キリストのからだはキリストの勝利を表す


  



  キリストのからだは途方もない勝利を表していることを、私たちは見なければなりません。このからだはキリストの復活から、あるいはキリストの復活と共に生じます。そして、この宇宙で神が力を行使された最高の例は、イエス・キリストを死人の中から復活させられたことです。キリストを死人の中から復活させたことは、神の力のこの上ない行使を意味し、キリストによる神の力強い勝利を意味します。キリストのからだが彼の復活と共に、また彼の復活の中で生じるものである以上、このからだは神の力強いこの勝利の現れの一部です。さて、エペソ人への手紙はこれを完全に明らかにして、実際こう述べています。「その大能の力のこの働きにしたがって、信じる私たちに対して働く、彼の力の卓越した偉大さ。神は、その大能の力をキリストの内に働かせて、彼を死人の中から復活させ、彼を天上でご自身の右に座らせ……」。キリストのからだの実現は、キリストによる神の力強い勝利です。この勝利の性質はいかなるものだったのでしょう？何に対する勝利だったのでしょう？それは、宇宙の中に入り込んで、宇宙の中に分派、分裂、崩壊を生じさせることによって、具体的かつ直接的に自らを表した、あの霊に対する勝利でした。万物は神の中で一つに保たれていました。万物は神の中で一つのものでした。永遠の過去、神は御子である主イエスの中に万物を結集されました。それは、万物が御子の内に共にまとまって存在するためであり、彼の愛する御子によって一つに結び合わされた団体的まとまりとなるためでした。ルシファー、サタンは、神の御子の第一の地位と卓越した栄光を見た時、それにまさる地位、それ以上のものを得ることを熱望しました。そこで彼は、かしらの中のその序列から離れ、独立した霊と行動と動機により、神に任命されたかしらとは別に自分のために事物を得ようとしました。天におけるこの働きは、天に分派、断絶を生じさせました。天の合一は破られました。天使たちは最初の地位を守らず、追放されました。彼らは永遠の鎖につながれています。天の合一は破られました。しかし、ルシファーはこの霊を被造物の中にもたらしました。神は万物を人に与えて、人が万物を神ご自身によって持つようにされました。（後々の時代に至るまで啓示されなかった神の秘密によって、神の秘密、神の神秘、まだ啓示されていなかった御子に関する神の心の秘密によって、人が万物を持つようにされたのです。）再び、敵であるルシファーは、神とは関係なく自分のためにそれを得るよう、人を導き、促し、誘惑しました。人は神から独立して動き、またもや独立の霊、自己の霊の中で行動して、神によってではなく自分で事物を得ました。こうして、この地上に天の分派の片割れが生じました。神による合一は破られました。その時から、この堕落した種族の原則は、独立、自己規定、自己実現、自己所有です。肉はまさにこのようなものです。そしてこれが、天の反逆と地の崩壊という恐ろしい歴史全体の背後にあります。キリスト、キリストにある神が到来されるまで、合一はありません。敵はこの問題に関して、キリストにある神に対抗しなければなりません。神がキリストを死人の中から復活させて、キリスト――死人の中から最初に生まれた御方――と共にからだである教会を生み出された時、神は悪魔のこの働き全体に対する答えを獲得されました。教会、キリストのからだは、崩壊、分裂、分派を生じさせる悪魔の働きに対する、神の勝利を意味します。ああ、そうです、何があっても、これは真実です。それ以来悪魔は、自分が最初に行ったこと、そして行い続けて来たこと――神を中傷すること――をたゆまずに続けています。悪魔は主イエスの復活以降も、人々の間で肉に働いて分派や分裂を生じさせることにより、神を中傷しようとしてきました。悪魔はクリスチャンの間ですら働いてきました。肉がそのすべての背後にあります。敵はこれを行ってきました。そしてそうすることにより、敵は神の勝利に反するものを確立しようとしています。しかし、愛する人たち、合一は私たちの中にはありません。それはキリストの中にあります。合一は私たちの合一ではなく、キリストの合一です。合一はひとりの御方の中にあります。今、キリストが中心となり至高となる必要性がおわかりになったでしょう。


  



  キリスト――一つにする中心であり目的である


  



  前に述べたように、もし私たちが他のものに関心を持ち、いわゆる証し（おそらく一つの教えの体系）や交わりや宗派、あるいは逆にそれとは反対のものを広めようとしているなら、将来さらに多くの分裂が生じるでしょう。そうならざるをえないのです。中心であり至高であるのがキリスト、ただキリストだけなら、私たちは悪魔に対する答えを持ちます。私たちは勝利の秘訣、交わりの秘訣、キリストの復活の力を持ちます。ああ、からだはキリストの勝利を表しています。これを見ることはなんと重要でしょう。からだは、あらゆる独立を覆すという意味で、キリストの勝利です。霊の独立や行動の独立は、キリストのからだの真理に反するものであるだけでなく、キリストの復活の力に逆らうものでもあります。さて、これはあなたに長い道のりを行かせます。これを認識していないなら、あなたは死と悪魔の力に対する勝利の秘訣を握っていないのです。まさにこれが、使徒がコリント人たちに言ったことではないでしょうか？「主のからだをわきまえない（中略）そのため、あなたたちの間では多くの人が弱く、病気であり、多数の者が眠ったのです」――死んだ人もいたのです。もちろん、すべての病気や死が、キリストのからだを認識しそこなうことによるわけではありません。しかし、聖霊はこれに指を置いて、「非常に多くの病気や死はこのためです」と仰せられます。あの病気は処置され、手当てされていたかもしれません。キリストのからだの意味を認めて、聖徒たちの間で団体生活の実際の価値にあずかっていれば、あの死、あの死別は不要だったかもしれません。「あなたたちのうちに病気の人はいますか？その人は教会の長老たちを招いて、主の御名の中で油を塗って祈ってもらいなさい」。長老たち――なぜでしょう？これはどうしてでしょう？これは団体的原則を認めることであり、キリストのからだを認めることです。この長老たちはからだの代表者にほかなりません。これはからだを象徴的にもたらすことです。そして、このからだはキリストの勝利を表します。敵がその病気の背後にいるなら、かしらであるキリストはからだを通して敵を対処されます。神の秩序を見ていないせいで、私たちは必要以上に苦しんでいるのかもしれません。私たちが神の方法を適用していないせいで、敵はなしうる以上の破壊をしているのかもしれません。私たちは事を自分でかかえ、からだを象徴的にもたらしませんでした。私たちはこれを団体的問題にしませんでした。個人主義はあらゆる領域で私たちから非常に多くのものを奪いかねません。


  



  独立した生活は神の御旨に反する


  



  しかし、私が述べてきたのは、からだは独立を覆すということです。独立や隔てがあるなら、また私たちが自分の戦車を駆り、自分の畑を耕し、自分が全体の一部であることをわきまえないなら、私たちは神の偉大な啓示のいくつかを破っているのです。敵が行ってきたこの恐ろしい働きはみな、主イエスによって覆されます。そして、この働きを覆す彼の御業は、からだ、教会を通してです。教会は復活の中にある彼の手段です。教会により、この時代と来たるべき代々の時代にわたって、力強い勝利が示されます。この勝利は、サタンの独立した活動や霊――サタンはこうしたものをこの種族の中にもたらしました――が行ったあらゆる破壊活動に対する勝利です。しかし、これ――満足を求める肉の狡猾さや知覚できない願望――は私たちの内にとても深く根を下ろしています。「あなたは自分自身を喜ばせたいのでしょうか？」「あなたは自分自身の個人的満足を求めているのでしょうか？」「あなたの生活の動機や行動方針は、自分の喜びや満足なのでしょうか？」と直接尋ねられたなら、私たちはその指摘をすぐに激しくはねつけて、おそらくだれだろうとそのような指摘をした人に激怒するでしょう。しかし、愛する人たち、私たちの真心からの正直さや誠実さといえども、その奥底には堕落した性質のあの狡猾な要素が潜んでいるのです。しばしば、信者自身この要素に気づきません。この要素は喜びや個人的満足を切に慕い、空にされて何も持たないことを嫌がります。私たちが主の働きに携わっている時ですら、満足や誉れは肉の本質そのものです。主のために何かを設立するのですが、人々はそれを指して、「これは彼の働き、彼女の働きです」と言います。こうしたことを私たちはなんと好んでいることか！信仰の良い証しとなるもの、偉大な記念碑ですら、狡猾にも私たちの信仰の記念碑なのです。このように恐るべきものが、常に水面下から、覆いの下から手を伸ばし、そっと気づかれないように主の栄光を自分のものにしているのです。これに対する治療薬は、実際的かつ原則的に適用されたキリストのからだです。そうです、これが治療薬です！他の信者と一緒に団体生活を送るのが難しいのは、徹底的に十字架につけられなければならないからです。他のクリスチャンと毎日一緒に暮らすことほど、十字架を要求するものはありません。「それは口にするのも恐ろしいことです」とあなたは言います。しかし、あなたは私が話していることをご存じです。あなたは一時停止し、問い合わせ、相談し、服従し、手放さなければなりません。主が御旨を達成するには、あなたは様々な方法で自分の好き嫌いを退けなければなりません。おお、そうです、救うのはキリストのからだです。治療薬は団体生活です。しかし、愛する人たち、これは成功の道であり、勝利の道です。そうです！それは肉に対する強力な治療薬であり、悪魔の働きに対する強力な治療薬です。それは私たちの内に働く神の大能の力を意味します。十字架につけられないかぎり、あなたは決してキリストのからだの中に入れません。なぜなら、十字架につけられていない肉は、信者たちの団体生活を破って、矛盾や背反を生じさせるからです。それは、からだが人自身――肉――を排除するからです。


  



  キリストを完全に理解するにはからだが必要である


  



  さて、完全な理解と成長と表現のために、からだは必要不可欠です。完全な理解のために、からだは必要不可欠です。いかなる個人も、いかなる孤立分離した個々人の集まりも、決してキリストの完全な理解に至れません。主はこの原則の上に全体を構築されました。あなたは神の民全体が規格化されて一つ心になることを思い浮かべて、「それは恐ろしい光景です」と言うかもしれません。確かに恐ろしい光景です！私が言っているのはこういうことです。すなわち、主は私たち一人一人を異なる者に構成されました。この事実のおかげで、各々の人が独自の貢献を果たすことにより、様々な面の理解が可能になります。私は、「私が見ていなかったものを主はあなたに示されました。それは素晴らしいです」と言うことができます。私はそれから益を受けます。そしてあなたも、「それは私に臨んだことのないものです。しかし、主に感謝します、私はそれから益を受けることができます」と言うことができます。このように、キリストを完全に理解するにはからだ全体が必要なのです。使徒の祈りは、「あなたたちが（中略）すべての聖徒たちと共に理解する力を持ちますように」です。理解するにはすべての聖徒が必要です。私たちが霊的に分離し、孤立し、離ればなれの時、私たちは非常に多くのものを失います。


  



  キリストの中で完全に成長するにはからだが必要である


  



  からだは完全な理解のために必要であり、成長のためにも必要です。なぜなら、成長するのはからだであり、建造されるのもからだだからです。からだは自らを建て上げて、キリストにある一人の人の完全な身の丈の度量に至ります。あなたや私が個人的にこの完全な身の丈の度量に至ることは決してありません。「個人的にキリストの完全な度量に至る」という約束を、私は受けていません。しかし、一肢体として、一つの四肢として、あるいはこの大いなる霊的有機体の中の一つの小さな血球として、他のすべての肢体と共に、私はキリストの満ち満ちた豊かさに至ることができます。キリストの満ち満ちた豊かさに至るには、他のすべての肢体が必要です。離れるなら、私は制限され、狭められます。からだの交わりの中に入って、主の道をわきまえるなら、私のキリストの度量は広げられます。


  



  キリストを完全に現すにはからだが必要である


  



  キリストの表現についても同じことが言えます。キリストは敵に対してご自身を現されるでしょうか？愛する人たち、孤立した立場では敵に対抗できる望みはまずありません。しかし、もし私がからだをもたらすことができるなら、たとえそれが主の御名の中に集められた二、三人だったとしても、それはからだを意味するものであり、そこにからだの原則の機能や現れが生じます（そして主は原則でご自身を縛られます）。主はその真ん中におられます。主がからだのために定められた最低人数は、二人であって一人ではありません。たとえ最小の表現でも、からだをもたらすなら、主はからだの完全な価値を認めてくださり、からだを通して主が完全に表現されます。これが、一人の時によく行き詰まる理由です。これが、互いに協力しあわないかぎり、どうにもならないことが多い理由です。主は私たちにこの原則を守らせます。しかし、もしあなたが主の民に、より広大で十分な形で、からだに対するキリストの頭首権を真に霊的に理解させることができるなら、敵に対する、そして人々の前における、キリストの現れの衝撃力はどれほど大きくなることでしょう。キリストを完全に現すには、からだが必要です。これが、来たるべき代々の時代にキリストを完全に現すために、神が定められた方法です。主イエスの頭首権はからだを要求します。たくさんのばらばらの個人ではなく、からだです。なぜなら、頭は体を含んでおり、体を要求するからです。


  



  個人主義は制約であり、弱さである


  



  さて、さしあたって、私はこの面を終えられると思います。しかし終えるにあたって、個人主義、孤立、独立に必ず伴うある制約について、もう一度強調することにしましょう。たしかに、独立した活動によって成し遂げられたことがとてもたくさんあるかもしれません。あなたは独立したばらばらな物事や人々を見ることができますし、外見上とても多くのことがなされているのを見ることができます。今、それにもかかわらず、「それらは神が望んでおられる目的地に達しない」と私は声を大にして言います。それは広範に及んでいますが、皮相的で深みに欠けています。それは霊的事柄に関してそこそこ進めるだけで、それ以上進めません。それは回心の地点に達するかもしれません。しかし、愛する人たち、回心は神の目的ではなく、神の出発点にすぎません。神を賛美します、この領域には多くのことがあるかもしれません。しかし、一人一人の回心を喜び、回心をもたらすすべての働きを喜ぶ一方で、神の御旨の中にはそれを無限に上回るものがあることを私たちは見るようになったのではないでしょうか？悲惨なことに、主に導かれた多くの人は顧みを受けることなく、停滞するか逆戻りするかしてしまいました。それというのも、彼らが主に導かれたのは、キリストの満ち満ちた豊かさの十分な現れに基づいていなかったからです。彼らが主に導かれたのは、自分の救いという立場に基づいていました。しかし、キリストは主権を持つ至高の主、かしらとしての地位に就かれませんでした。そこで、あなたはその立場を何度も調べなければなりません。なぜなら、何かが欠けていて、前進を阻んでいるからです。あなたは大いに活動して、明確な成果を収めることができます――「それには価値がない」と言っているのではありません。「もし私たちがさらに前進して、キリストのからだは彼の満ち満ちた豊かさを意味すること、しかし個々のクリスチャン生活や働きはそうではないことを見ないなら、必然的に、不可避的に、私たちは絶えず制約を受けることになる」と言っているのです。満ち満ちた豊かさに至るのは、主のための私たちの個々の奉仕ではなく、私たちがそれに加わっているからだの奉仕です。個人主義には弱さや制約がつきまとうでしょう――ああ、そうです、さらに悪いことに、個人主義の道を辿るなら誤謬にさらされるでしょう。誤謬にさらされるだけでなく、誤謬に陥るでしょう。私たちはこれを何度も見てきたのではないでしょうか？状況が過誤や混乱の様相をはっきりと帯びてきて、以前の立場や宣言に戻らざるをえなくなり、「過ちを犯しました」と告白することになります。 

  目論見

もくろみ 

  はすべてはずれました。なぜなら、何か独立的なもの、個人的なものがそこにあったからです。私たちがこれから救われるには、からだにおけるキリストの頭首権の覆いが聖徒たちの間に必要です。あなたはこの覆いを得ることができます――あなたは働きの中で次のことを実証するでしょう――生活や主の奉仕における個人的独立は、遅かれ早かれ限界に達し、そこに矛盾や混乱の要素が入り込むでしょう。必ずそうなります。主の家の中で尋ね求めることが、主の秩序ある導きの道です。あなたは主から個人的導きを得ようともがいていますが、多くの矛盾が入り込んできます。あなたは自分がどこにいるのか、何が正しいのか、全くわからなくなります。主は、ご自身に関してあなたをあなた自身の法律とならせるような導きを、あなたに与えられません。主はご自身の主要な御旨との関連で導きを与えられます。主の子供たちと交わりなさい。主が仲間として備えてくださった人々を連れてきなさい。その多くの助言者たちの中に、あなたは知恵を見いだすでしょう。主の道の中に、あなたは清澄さを見いだすでしょう。


  この原則は明らかであり、これはまさに初めの点に立ち返ることがわかります。これはからだをすべてとすることではありません――断じてそうではありません！これは次のことを見ることです。すなわち、主イエスは、からだのかしらとして、私たちをご自身の頭首権の下にもたらして、保護、導き、満ち満ちた豊かさ、万物を与えてくださるのです。私たちは自分が一つからだの肢体であって、たんなる個々の単位ではないことを悟ります。これは相互的なことです。私たちはキリストにあるあらゆるものを享受するようになります。このキリストはかしらとして元首です。これは聖徒たちに関してであり、聖徒たちとの交わりにおいてです。私たち自身の個別の道においてではありません。私たちは主の十分な助けを欲するでしょうか？私たちはそれを相互的に得るのであって、独立的に得るのではありません。


  あなたが主の御言葉を受け入れてそれを心の中に蓄えるのを、主が助けてくださいますように。なぜなら、私は確信しているからです。私たちがこれまで知らなかった満ち満ちた豊かさの道がここにあります。この道により、主イエスが神の定めにしたがっていかなる御方なのか、私たちはさらに豊かに経験します。それはこの道です。主よ、私たちに恵みを与えて、自由や独立を愛する私たちの愛を去らせ、この肉に対して私たちを十字架につけ、私たちが主の主権の下で至高者である主に生きるようにしてください。


  



  Ⅳ．「すべての支配と権威のかしら」であるキリストの中心性と至高性


  



  聖書朗読　エペソ人への手紙一章十五～二三節、ピリピ人への手紙二章五～十一節、コロサイ人への手紙一章十三節、二章十節、二章十五節


  



  前の黙想では、個人に関するキリストの中心性と至高性について、次にキリストのからだである教会におけるキリストの中心性と至高性について専念しました。今、コロサイ人への手紙二章十節「すべての支配と権威のかしら」の意味を考えることにします。この文章と同行するのが、一章の「神は私たちを暗闇の力から救い出して」というこの句です。


  



  コロサイ人たちの大きな過ち


  



  いま読んだこのような手紙の特定の御言葉の意味を正しく理解して真に把握するには、その手紙が書かれた背景や理由を見なければなりません。そこでしばしの間、この手紙に見られる主要ないくつかの点に専念することにします。最初に包括的な点として、キリストのこの絶対的至高性があります。これを信者に啓示して、その中に信者を確立するために、聖霊はこの手紙を書くよう使徒を導かれました。この手紙が書かれたのは、ある教えによってコロサイにやって来た一つの運動のためでした。その運動は主イエスを卓越した地位から引きずり下ろして、劣った地位に置きました。この手紙はその間違いを正すものだったのです。その教えの性質はユダヤ教と似非クリスチャン哲学の混合でした。ユダヤ教の要素とキリスト教の要素が織り混ぜられて、幾分魅力的な哲学に仕上がっていたのです。それはおもに、低い位から非常に高い位にまで及ぶ超自然的存在、低い領域や高い領域にいる支配たちや権威たちと関係していました。そして、超自然的な霊的存在の階級が霊と天使と大天使の位にわたって探り出され、次にその中の一員として、しかし非常に高い位にある者として、キリストが示されました。キリストは天使的勢力、天使の階級のたんなる上官のひとりとされました。おそらく、上位に立つ唯一のかしらとされていたことでしょう。そして、このようなものが礼拝の対象として示されたのです。使徒はそれを「わざとらしい謙遜や天使礼拝」とここで述べています。つまり、人々はとても謙遜ぶって天使たちを礼拝し、霊の領域の上位者たちを崇拝していたのです。それはわざとらしい謙遜や天使礼拝でした。再び読むとわかるように、使徒はこれを地的なもの、人から出たもの、有害で邪悪なもの、徹底的に除かれるべきものとして、すべて拒んでいます。なぜなら、非常に真摯で熱心な宗教心の覆いの下で、それはこの一つの点を巧妙に攻撃していたからです。すなわち、それは神である主イエスの絶対的至高性を攻撃していたのです。それは素晴らしいものでした。それは礼拝を促しました。それはイエスを礼拝するよう導きさえしましたし、天の階級の非常に高い地位を彼に与えました。それは大いなる信心を集め、この手紙からわかるように、ユダヤ教の儀式から受け継いだ外面的祭儀で多数の人を捕らえました。彼らはそれを啓示、素晴らしい啓示として、また受容して守るべき真理として受け入れました。彼らはその危険性を認識しそこなう危険に陥っていました。それはキリストを高く上げ、キリストを礼拝するよう導き、受け入れた人の中に霊的に見える恭しい謙遜な態度を生み出しました。また、彼らに道徳的影響を及ぼして、彼らをとても恭しい民、とても謙遜で熱心な民にしました。彼らはキリストに対する大いなる信心を持ち、霊的なものは何でも大いに敬っていました。しかしそのせいで、その深い所に潜んでいる狡猾な悪魔的要素に対して盲目にされたのです。キリストへの一種の信心を生じさせることや、道徳的向上という要素を伴う神秘的な魂的「キリスト教」（？）を促進することに、サタンはなんと成功していることでしょう。しかし、サタンはその中に何かを隠しています。すなわち、サタン自身のもの、サタンの存在、天から投げ出された時以降サタンの内にある持ち味を隠しているのであり、主イエスから神格における地位の絶対性を差し引くものを隠しているのです。


  これがこの手紙の背景にあるものです。この手紙が書かれたのは、このグノーシス哲学、この偽りの霊性、この主イエスに対する悪魔的信心を暴露するためでした。また、主イエスは神の愛する御子であるがゆえに、天使の位の頂点にあるだけでなく、あらゆる支配と権威のかしらであること、そして、彼は神格において永遠に神と一つであることを示すためだったのです。神格の満ち満ちた豊かさが肉体の形を取って彼の中に宿っていました。


  さて、愛する人たち、いま述べたことから、終末の時代にいる私たちへの導きを得なければなりません。あなたは私が述べたことを取り上げて、まさにこのような性格を帯びているもの――それは将来地上で大いに流行するでしょうが、この本質を欠いているでしょう――に対して適用できます。しかし、これはそのような理解や知識や導きや予防措置を与えてくれるかもしれませんが、私がこれを述べるのはそれが目的ではありません。キリストはすべての支配と権威のかしらです。キリストは絶対的に至高であり、唯一至高です。あの階級に属する者としてではありませんし、あの階級の頂点にある者としてでもありません。キリストの階級は他のあらゆる階級を遙かに超越しています。キリストの至高性は彼のような者が他にはいないことによります。キリストは天使の階級には属しません。キリストは被造物ではありません。キリストは永遠に神と一つです。もちろん、あなたにとってこれは新しいことではなく、あなたをあまり熱狂させることでもありません。なぜなら、私たちはみな心からこれを信じているからです。あなたもそうであることを私は希望します。あなたがこれを信じること、あなたがここに立つこと、少しも疑ったりためらったりせず、「あなたはキリスト、生ける神の子です」と言えることを、私は希望します。


  



  御業が示すキリストの至高性


  



  さて、これを述べて、これを見たので、この手紙の主要な点の一つとしてこれと関係している事柄に進むことができます。キリストの絶対的至高性と関連しているのは、御業が示すキリストの至高性です。天使、大天使、支配、権威といった他のあらゆる階級と比較して、キリストがどう異なっているのか、またどう優れているのかを、ここで使徒は示しています。それは、キリストがそのような御方である事実を述べているだけでなく、どうしてそうなのか、どのようにしてそうなのかを示しています。それは御業によります。これがこの手紙で述べられていることがわかります。一章十三節の偉大な御言葉、「神は私たちを暗闇の権威（原文）から救い出して、愛する御子の王国の中に移してくださいました」を見ましょう。この御言葉を天使や大天使にあてはめることはできません。天にも地にも、これをあてはめることのできる他の存在はありません。これはキリストの大能の御業を示しています。そして、これは二章十五節に記されているキリストの御業でした。「彼は支配たちや権威たちを取り除いて（原文、はぎ取って）公然とさらしものにし、それ（彼の十字架）によって彼らに勝ち誇られました」。キリストがこれを行われた時、キリストは私たちを暗闇の権威から救い出してくださいました。そして、私たちは神の愛する御子の王国の中に移されました。いかなる天使も、これを行いませんでした。いかなる大天使も、支配たちや権威たちをはぎ取りませんでした。キリストは彼らを公然とさらしものにして、ご自身の十字架によって彼らに勝ち誇られました。これを行ったのはキリストでした。王国はキリストのものです。それは神の愛する御子の王国であり、王国は彼のものです。この王国が彼のものであるのは、征服によってであり、勝利によってであり、他のすべての支配たちや権威たちを追放したことによります。また、この世の主権を得ようとしたこれらの他の者たちを、彼の勝利により公然とさらしものにしたことによります。彼の十字架の力のゆえに、王国は彼のものです。「万物は御子を通して、御子のために創造されました」と使徒がここで述べているように、彼は万物の永遠の相続者として予め定められていました。しかし、この彼の権利を何とかして奪い取ろうとする権威や勢力がありました。彼の十字架は、そうした他の権威や勢力を、彼がすべて対処した場所です。至高性は彼の御業に基づきます。


  もちろん、主イエスの個人的至高性を認識するのは大切なことです。愛する人たち、彼が成し遂げた御業の偉大さを認識すること、彼をあの個人的至高性にもたらした御業の偉大さを認識することは付随的なことです。ピリピ人への手紙二章にあるように、神の愛する御子は、神と等しい地位から低く、低く、低く下って、ついには全くむなしくなられました。彼は「実に死に至るまで、しかも十字架の死に至るまで従順に」なられました。「しかも」と使徒は言います。「しかも」――人の目には誉れある死でも、尊い死でもありませんでした――「十字架の死」――「それゆえ」（十字架の死というこの理由により、これを根拠に、このために）「神もまた、彼を高く上げて、あらゆる名にまさる名を彼にお与えになりました。それは、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるものが、イエスの御名の中で、すべてひざをかがめるためであり、そしてすべての舌が、『イエス・キリストは主である』と告白して、父なる神がほめたたえられるためです」。キリストの至高性の根拠は、彼がなさった御業の比類なさと卓越性なのです。


  



  私たちの卓越した地位


  



  さて、この手紙の三番目の点に進みます。これは全く栄光です。この偉大な客観的現実と、キリストとその御業の至高性により、私たちの心は感動するにちがいありません。しかし、どうやってその中に入るのかを見なければなりません。一、二の節が助けになるでしょう。コロサイ人への手紙二章十二節を見ましょう。「あなたたちはバプテスマを受けてキリストと共に葬られ、同時に、キリストを死人の中からよみがえらせた神の力を信じる信仰によって、キリストと共によみがえらされたのです。あなたたちは違反により、また肉の無割礼により、死んでいましたが、神はあなたたちをキリストと共に生かし、私たちのあらゆる違反を赦してくださいました」。「もしあなたたちがキリストと共に死んで」――「もし」を省いて肯定文にしてもかまわないでしょう――「あなたたちはキリストと共に死にました」。「もしあなたたちがキリストと共に復活させられたのなら……」。パウロは前に、「私たちはキリストと共に葬られ、キリストと共に復活させられた」と述べています。これを二重の肯定として取ることができるでしょう――「あなたたちはキリストと共に死にました」、「あなたたちはキリストと共に復活させられました」。「……上にあるものを求めなさい。キリストはそこで神の右に座しておられます」。右手は常に栄誉と権威の場所であり、キリストはそこにおられます。「なぜなら、あなたたちは死んだのであり、あなたたちのいのちは、キリストと共に神の中に隠されているからです」。「互いに偽りを言ってはなりません。あなたたちは古い人をその行いと共に脱ぎ捨てて、新しい人を着たのです。新しい人は、それを創造された方のかたちにしたがって、全き知識に至るよう、新しくされつつあります。その新しい人には、ギリシャ人とユダヤ人はありえません。（中略）キリストがすべてであり、すべての中におられるのです」。これが、これまで述べてきたことの恩恵にあずかる道です。この十分な結果に至るまで、キリストの御業を貫き通す必要があります。すべての支配と権威の領域で、暗闇の権威の領域で、キリストの絶対的勝利の十分な結果に至るまでです――言っておきますが、この十分な結果に至るまで彼の御業を貫き通す必要があります。罪の赦しは大いなる祝福であり、私たちの罪の贖いは大いなる祝福であり、最後に地獄から救われて天に行くことは大いなる祝福です。私たちは一瞬たりともそれらを軽んじませんし、それらの偉大さや荘厳さを減じることもしません。なぜなら、それらは無限の代価を払って私たちのために買い取られたからです。しかし、再び言いますが、私たちは十分な結果に至るまでキリストの御業を貫き通す必要があるのです。そしてその十分な結果は、支配と権威の領域に、暗闇の権威、暗闇の支配の領域に及ぶものなのです。これはたんなる罪（複数）の赦しや罪（単数）からの救いの問題ではないことを、罪人が知ることが重要です。罪人は知らなければなりません。救いにより、敵であるサタンの権威、支配や権威の権限は、すべて滅ぼされ、打ち倒されたのです。そして、サタンのあの権利、あの権威、あの合法的支配から、罪人たちは救い出されました――なぜなら、この御言葉がそう述べているからです――キリストにより、その十字架によって、救い出されたのです。これは、サタンにはもはや何の権利もないので、何の権威もないことを意味します。サタンの権威はサタンの権利に基づき、サタンの権利は私たちの心の状態に基づきます。十字架はこの状態を取り扱い、サタンの権利の根拠を滅ぼし、除き去って、サタンの権威を打ち破ります。これを最後まで貫き通しなさい。今や、キリストにあるものはすべて私たちのためです。キリストご自身が敵に対してご自身の至高性を体現しておられます。なぜなら、キリストの中には敵の足がかりとなる根拠――敵がその上に陣取り、合法的権威を築き上げ、束縛するための根拠――が何もないからです。キリストの中にそのような根拠は全くありません。私たちが信じる時、キリストは私たちの内におられます。すでに指摘したように、信仰によってこれを理解するとき、サタンの権威は打ち破られます。なぜなら、私たちの内にはキリストがおられるからです。私たちの内にはキリストがおられ、キリストの中にはサタンの権利の根拠は全くありません。罪から解放されるだけでなく（再び言わせてください）、サタンの権威からも解放されること、これは途方もないことです。「神が選ばれた者たちを、誰が訴えるのですか？」「キリストは死んで、さらに復活させられました」。この意義は何でしょう？訴える者が来て、私たちを訴えようとします。私たちの返答の根拠は何でしょう？おお、私たちの返答の根拠は、「キリストは死んで、さらに復活させられました」です。罪に対して、またサタンの権威のあらゆる根拠に対して勝利されたキリスト、これが敵の訴えに答える道です。あなたや私は決して自分で敵に当たることはできません。毎回、敵は最高の論陣を張るでしょう。しかし、私たちが敵にキリストを示すことができるとき、敵に何ができるでしょう？「……この世の君が来ます。彼は私の中に何も持っていません」。これは主イエスの御言葉です。敵に何の権威があるのでしょう？キリストの死と復活により、敵の権威はすべて滅ぼされました。「神が選ばれた者たちを、誰が訴えるのですか？」「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」。あなたはこれを理解しているでしょうか？これが神が設けてくださった備えです。私たちがキリストをもっとよく直ちに理解してさえいれば、これが勝利の道であることを見いだしていたでしょう。勝利を私たちの内で実際化してくださる聖霊の御業は、何に基づくのでしょう？良くなろうとする私たちの努力ではありません。私たちが良くなろうと努力している時、聖霊は決して私たちを助けてくださいません。私たちは永久に努力し続け、努力しながら死ぬかもしれません。「救われる道、聖別される道は努力である」と思っているなら、聖霊は私たちを助けてくださいません。聖霊は何と協力して働かれるのでしょう？私たちの完全であり、私たちの救いであるキリストを、私たちが信仰によって理解して受け取ることです。「おお、そうなのですが、私たちは罪深く、問題がたくさんあります。私たちは自分の実際の状態に対して目を閉ざすべきなのでしょうか？」とあなたは言うかもしれません。あなたはキリストに対して目を開かなければなりません。自分自身や自分自身の罪を見ることをやめて、あなたのために神に至る完全である主イエス、あなたに対する神からの完全である主イエスを見つめなさい。あなたが信仰によって彼を取る時――「問題は私がいかなる者かではなく、おお、主よ、あなたがいかなる御方かです」――「私自身は悪い者です。『私の中に、すなわち私の肉の中には、善なるものが宿っていません』。しかし主よ、あなたは私の救い、私の義、私の聖、私の聖別です。私はこれをすべて求めてあなたにすがります」――聖霊は私たちにこれを適用してくださいます。聖霊の活動の根拠は、私たちのキリスト理解です。これが解放の道です。


  



  罪人のための脱出路であるキリスト


  



  みじめな人が叫ぶのを聞いてください。「私は、自分でしたいと思うことを行わないで、かえって、したくないことを行っています」。この浮き沈みの生活、決意しては失敗する生活のすえに、彼は叫びます。「私はなんとみじめな人でしょう！誰が私を救い出してくれるのでしょう？（中略）私たちの主イエス・キリストを通して神に感謝します」。みじめな人のための脱出路は何でしょう？キリストを理解することです。「今日は良くなろう」と決意し、その日の終わりに戻ってきて悔い改めざるをえないような、苦闘、決意、努力ではありません。そうです！脱出路と勝利の積極的根拠は、キリストを信受することなのです。この道を試しなさい。神は御子を尊んでおられ、御子を信じる私たちの信仰を尊んでおられます。「キリストは死んで、さらに復活させられました」。キリストは勝利しておられます。「あなたたちの内におられるキリスト」「……すべての支配と権威のかしら」。これが救われていない人が必要としている事実です。この力に基づいて回心していれば、最初から私たちはもっと強い信者になっていたでしょう。最初救われた時にこれを知ってさえいれば、長い年月の末に私たちに臨んだものの中に、私たちは飛び込んでいたことでしょう。おお、完全な救いの宣べ伝えが必要です！キリストの御業をその十分な結果に至るまで伝えるなら、あなたは全く別の種類の回心者を得るでしょう。「あなたの罪は赦されます。そして、あなたは地獄ではなく天に行きます」――多分これよりもう少し多くのこと――だけではありません。完全な救いはこれよりも無限に優ったものなのです。私たちがキリストの完全な御業を宣べ伝えてさえいれば、私たちの得る回心者たちはもっと速く先に進んでいたでしょうし、現在の大多数よりも遙かに早く成熟に達していたでしょう。そして、私たちの大会のほとんどは全く必要ないことに、私たちは気づいていたでしょう。なぜなら、大会のほとんどは、本来なら回心の時に達しているべき地点に、私たちを至らせるものだからです。


  



  伝道者はこれを知る必要がある


  



  信者にはこれが必要です。働き人、福音伝道者、人々と関わっている人にも、これが必要です。これを宣べ伝えるなら、もちろん、あなたは人気ある伝道者にはならないでしょう。地獄があなたに立ち向かい、主の民の多くがあなたに反対するでしょう。前にもましてこれがよくわかるようになるでしょう。しかし、これが必要なのです。異教徒の例を考えましょう。異教徒の場合、はっきりしていて、明らかです。しかし、啓蒙された文明的な人々にも同じことが言えます。ただ、あまりはっきりとはしておらず、文明や膨大なキリスト教の伝統によって覆われているだけです。しかし、異教徒の場合、とてもはっきりしています。異教からの多くの回心者たちが抱えている問題は何でしょう？彼らは罪の赦し、罪からの救い、主イエスを信じる信仰に関しては、かなり進んでいます。しかし、おお、霊の世界、悪霊、暗闇の権威の恐怖が彼らにつきまとい、彼らを追跡し、追いかけます。この恐怖が彼らを追撃し、非常に多くの場合、彼らを引きずり倒して、再び束縛の中に連れ戻してしまうのです。これを恐れる恐怖、父祖たちの伝統から抜け出す行動の結果を恐れる恐怖、そして霊の領域での結果を恐れる恐怖のせいで、何が彼らに起きるのでしょう。何が彼らを襲うのでしょう。彼らは再び恐れの虜になり、道を離れ、逆戻りしてしまうのです。


  「私たちを暗闇の力（原文、権威）から救い出して、愛する御子の王国の中に移してくださった」御方を最初から聖霊の力によって彼らに宣言し、これを取り入れていれば、私たちは別の結果を見ていたでしょう。これを彼らのところに持って行ってください。


  愛する人たち、異教の国々と同じように、この国にも同じことが言えます。しかし、すでに述べたように、それには覆いがかかっています。暗闇の権威は、異教の国々と同じように、ここでも現実です。同じ福音が必要なのです。人々の背後にいる霊の勢力に対してキリストのカルバリの御業の衝撃力を打ち込まないかぎり、完全な解放は成し遂げられないことを、あなたは見いだすでしょう。敵は私たちを再び恐怖の虜にしようとしていますが、それがどういうことか私たち信者は承知しています。暗闇の権威は私たちにとって非常に現実的です。私たちには経験があります。もし彼らに降伏するなら、私たちはおしまいです。敵は暗闇の権威で私たちを侵害しようとします。もしそれに屈服し、降参し、それを受け入れるなら、私たちは打ち負かされます。私たちが主のものであるなら、キリストは内におられ、キリストは至高です。それを全く感じていなくても、またとてもひどい気分でも、私たちは前進しなければなりません。自分には到底告白できそうになくても、私たちはそれを告白します。なぜなら、それは神の事実だからです。そして、神の事実を証言し始める時、私たちは勝ち進みます。敵は信者たちに暗闇の権威を受け入れさせようとしますが、それがどういうことか信者たちは承知しています。神の真理の上に立ちなさい。神は私たちの感覚と共に変わることはありません。神は私たちの意識と共に変わることはありません。私たちのこの人生全体は移ろいゆくものであり、天気の変化よりも速く移り変わります。しかし、神は移ろうことなく、変わることなく、治めておられます。キリストは「昨日も今日も永遠に同じ」です。キリストが内におられる以上、キリストは留まってくださいます。そして、勝利は信仰によります。これを信じ、この上に立ち、これを握りなさい。キリストは万物の主であり、「すべての支配と権威のかしら」です。この最後の完全な結果に至るまで、私たちはこれを貫き通さなければなりません。サタンは時々、「自分は卓越した地位にあり、至高の地位にある」と私たちに信じさせようとします。しかしカルバリ以降、そうではありません。私たちはそこに立ちます。


  主よ、あらゆる領域で至高である愛する御子により、私たちに新たな喜びを与えてください。


  



  
    われらの目の 

    煌

きら 

    めきと感謝の輝き
 喜びと改悛、確信と静けさを帯び
 全生涯を通して、また生涯の後も
 感動して絶え間なき賛美の歌に至る

  


  
    しかり、生と死、悲しみと罪を通る時も
 これまでと同じく、キリストは私に対して十分な御方
 キリストは初めであったがゆえに終わりであり、
 キリストは終わりであるがゆえに初めなのです。

  


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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